
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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平成27年度までは経常収支比率100％以上を維持
していましたが、平成28年度は退職給付引当金を
一括計上したことにより、経常収支比率が悪化し
ました。
また、今後は市内人口の減少や常勤医師の不足な
どにより、経営状況はより一層厳しくなっていく
ものと予想されます。
今後とも、病院経営を安定的に行うため、高い病
床利用率を維持するとともに、病診・病病連携な
どによる新規患者獲得や経費削減に取り組み、経
営の健全化に努めていきます。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

42,671,10248,220,80148,752,752

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,077,24134,106,89737,367,80639,301,664

全体総括

平均値 22.3 22.0 21.3 22.0 20.9平均値 56.7 56.5 57.6 58.3 59.7

39.7当該値 42.5 46.0 45.7 44.4 56.2

平均値 43,624

当該値 35.1 36.5当該値 15,386 16,412 17,284 19,562 20,13444,961 46,616 37.5 40.3当該値 46,404

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 10,842 11,009 11,173 11,881 12,02345,085 44,825

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は44.1％と類似病院平
均値と近く、適切な数値と考えます。
②機械備品減価償却率は類似病院平均値より高い
値となっており、過年度に導入した医療機器の老
朽化が進んでいます。今後については、病院全体
の経営状況を踏まえながら、計画的な更新に努め
ていきます。
③1床当たり有形固定資産は、平成27年度に完了
した第4次整備事業の影響により、類似病院平均
値を大きく上回っています。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率及び②医業収支比率は、平成28年
度に指定管理者職員に係る退職給付引当金を一括
計上したこと等により悪化しました。
④病床利用率は、類似病院平均値を大きく上回っ
ており、効率的なベッドコントロールが実施でき
ています。
⑤入院患者1人1日当たり収益及び⑥外来患者1人1
日当たり収益は、類似病院平均値を上回ってお
り、高い収益率となっています。
⑦職員給与費対医業収益比率は、類似病院平均値
より低い値となっており、効率的な病院運営が実
施できています。
⑧材料費対医業収益比率は、類似病院平均値より
高い値となっています。これは、当院は院内処方
を実施しており、薬品費が他病院と比べ高い割合
となっているためですが、今後はベンチマークの
有効活用等を行い、材料費の削減に努めます。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 綾部市立病院は市内唯一の公立病院であり、急性
期の地域中核病院としての役割を担っています。
また、平成28年5月からは地域包括ケア病棟を50
床導入し、回復期・慢性期病床も望む地域ニーズ
に応える病院となっています。
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人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

指定管理者(代行制) 21 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 へ - - 206

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 その他 206

経営比較分析表（平成28年度決算）
京都府綾部市　綾部市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


